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ハイライト： 当研究室のこれまでの研究で赤ワインの成分で知られるレスベラ
トロールは慢性炎症性疼痛の緩和効果が判明している。今回、著者らはc-fos

免疫組織化学法を用いて、レスベラトロールが急性炎症症状と中枢神経系にお
いて疼痛伝達に関わるニューロンの活動を広範囲に抑制することを明らかとし
た。レスベラトロールが急性炎症と付随する疼痛緩和に役立つことが明らかとな
り、補完代替医療への知見が新たに加えられた。

★レスベラトロールによる急性炎症性疼痛抑制効果の発現機序（仮説）
急性炎症により生じる、組織で産生される起炎物質であるプロスタグランジン合成酵
素(CＯＸ-2)と侵害機械刺激受容チャネル(TRPA1)の機能をレスベラトロールは抑制す
る。その結果、急性炎症における炎症性痛覚過敏を減弱効果があると推察された。

★平成２８年度卒業生「松本康弘君」「小松京平君 」の研究成果が
神経科学の専門誌“Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｏｒａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅ”に掲載されました!!!

Effect of resveratrol on c-fos
expression of rat trigeminal spinal
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